
川越市児童発達支援センター　支援プログラム 作成日 2024年 11月 18日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等
入園式、日曜参観、プール開き、夏まつり、運動会、お月見会、調理活動、お楽しみ会、豆まき、園外保育、

お弁当の日、親子遠足、卒園式、誕生会、クラス交流会、クラス懇談会、避難訓練、健康診断

家族支援

個別面談や家庭訪問の実施

相談支援専門員との定期的な支援会議や

支援計画の調整

移行支援 移行先との環境調整、援助方針や支援内容の共有

地域支援・地域連携
事業所等との連携、保育所訪問支援

公立保育園の交流保育
職員の質の向上

ケース診断会、研修（内部、外部）に参加し

専門的な知識やスキルを上げていく。

支　援　内　容

本

人

支

援

・意思表示が困難なこどもたちの発達の過程や特性に配慮し小さなサインから心身の異変に気付けるよう観察、視診をしていく。

・生活リズムや環境を整え、食事、排泄、着脱、睡眠など基本的生活習慣を身につけていけるように支援をしていく。

・安心の中で介助される心地よさを知っていき、日常生活での環境を整えていく。

・日常生活に必要な姿勢の保持や上肢、下肢の運動感覚を体操やリズム遊び等で、姿勢と運動、動作の向上をしていく。

・発達段階や特性に配慮した視覚、聴覚、触覚遊びを生活の中で体験し、バランス感覚、力の強弱、距離感などの発達を促します。

・視覚、聴覚、触覚の感覚を十分活用し、必要な情報を収集し、認知機能の発達を促す支援を行う。

・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生じる行動障害に対して、予防及び適切行動への対応支援を行っていく。

・具体的な事物や体験と言葉の意味を結びつける等により、言語の形成と活用を促す。

・相手の意図を理解したり、考えを伝えたり、受容言語と表出言語の支援を行う

・表情や指さし、身振りサイン等のコミュニケーションの基礎的能力の向上と手話など多様なコミュニケーション手段を活用する。

・人との関係を意識し、周囲の人と安定した関係を形成するための支援をする。

・自己の理解と行動のコントロールができるための支援を行う。

・感覚運動遊びから見立て遊び等の象徴遊びを通じて徐々に社会性の発達を支援する。

事業所理念 ・こどもが楽しいと思えるセンター・安心してこどもをあずけられるセンター・地域に開かれたセンター

支援方針

・こどもが安心して生活できる環境を用意し主体的活動を保証する。

・こどもの安全と健康を基本にして保護者とより良い協力関係を築きながら子育てを支える。

・地域における子育て支援を推進し、公的施設としての社会的役割を果たす。

営業時間 午前１０時から午後３時まで 送迎実施の有無 あり


